
NO. 意見内容 市の考え等
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P７（３）個人番号カードの普及および活用に係る取組

まずは、全国民が個人番号だけでなくマイナンバーカードを持つことを最優先にすべきであると思います。そ
うすれば、活用はスムーズにいくと思います。
普及には、国を信用できるように頑張っていただかないといけないと思います。

・本市では、マイナンバーカードの申請に必要な写真を無料で撮影するとともに申請の代行も行っておりま
す。今後も引き続き、申請サポートを行うことで、カード取得者の増加に努めてまいります。

高齢者側から見た個人の意見です。

私共、新しい生活様式には、なかなか追いつけない私ども高齢者側から見ると、下記の様な事を市民個人と
しては、メディア機器の取り扱いを習得しなければ、実質は、参加できないし、推し進められない事になりま
す。

この辺を、高齢者層に、具体的に展開する為には、まずは、段階的に、オンライン機器を、所有していない、
市民には、テレビや、広報等で展開内容を、報道する機会を増やして、広く浸透して頂き、他にも、区域毎
に、オンライン機器を設置しながら説明会を設けて、展開してほしいとは、思います。

１．個人のマイナンバーカードの取得を進めて、オンライン手続きを推進する。
２．個人の各市町村の番号カードの取得を進めて、オンライン手続きを推進する。
３．申請内容の個人機密の外部への流出防止対策は万全な処置は、どう取り組むか。
４．転入・転出時の各県・市町村のデジタル化の共有が、全国的に可能でしょうか。
５．個人で、メディア機器を利用して、今後多種の、申請書類の受信と、紙ベースの排出が可能となれば、送
出可能な機器の他、連動して、コピー機等は、必要になります。全般に機器を揃える事が個人として可能な
のでしょうか。
出来ない場合は、公共の場所に、設置した自動メディア機にて、対処していくという方法がありますが。
しかしながら、私ども、高齢者や、その地域に居住する、全市民が、全てデジタル技術に対応しながら進める
のは、ほぼ不可能と考えますので、今後の進め方としては、先に述べましたが、段階的に地域毎に、現在の
支所以外に、公民館や、町内会会議所等に、申請用オンライン機器と、市が、委託する、推進員を配置・設
置して頂き、徐々に市民個人が、オンライン機器操作に慣れる事により、推し進めて行く方法も、あると思い
ます。

又、低年齢・中間層は、すでに、メディア機器に慣れ親しんでおりますので、今後将来的には、中高年齢者
は、現に所有している機器にて申請する事は、多くの市民に期待できると、思います。

・デジタル化の推進は、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を念頭に、例えばこれまでの窓口での申
請手続に加えて、オンライン化を進めるなど行政サービスの幅を広げることで、市民の満足度を向上させるこ
とを目指しており、ご意見を踏まえて進めてまいります。

・デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡易な入
力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に対応い
たします。

・公共施設への端末設置については、セキュリティや説明員の配置などの課題があることから、その解決に
向けて検討を行ってまいります。

今後の秋田市の年齢人口推移を、将来見据えてみると、手続きの簡素化や、効率化により、市民の利便性
と、行政のスリム化を推し進める事が、不可欠と思いますので、早めに、推進方針を策定して、パソコンやイ
ンターネット機器にて、申請できるように推し進めてもらいたいと思います。

尚、さらなる各種の行政手続きが可能になります事を、期待します。少なくとも、市民個人とすれば、今後の
秋田県内社会状況を、時々見据えながら、暮らしていきたいと思います。

・令和３年６月に策定予定の本計画に基づき、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を進めてまいりま
す。

3

今回、新型コロナウイルス感染症で日本は、デジタル化の遅れが指摘されています。
このことから、「秋田市デジタル化推進計画」を策定することは重要であると思います。
この計画により行政手続の簡素化や行政運営の効率化等の業務改革を進めることも必要であるとかんがま
す。
市民の要望として、高齢者にも簡単に取扱いのできるシステムであることも重要な課題です。
立ち上げた以上は、時間をかけずにスピード感を持って取り組んで頂きたいと思います。

・令和３年６月に策定予定の本計画に基づき、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を進めてまいりま
す。

・デジタル化の推進により、市役所に行かなくても全ての手続ができる「デジタル市役所」の実現を目指し、本
年４月１日までに、市が独自に押印を求めている手続のうち、約2,500種類の手続について押印を廃止したと
ころです。今後は、オンライン手続の周知を図るとともに、取扱件数の多いものや利用者の要望があるもの
などから速やかにオンライン化を進めてまいります。

秋田市デジタル化推進計画（原案）に対する意見一覧
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デジタル化は生涯安全・安心に暮らせる社会を構築する手段に過ぎない。
私を含め高齢者にとっては、デジタル利用の不安を低減できるものでなければならないと考える。
また、その成果が市民に喜ばれるものでなければならない。
デジタル化の基本方針（資料７ページ）にマイナンバーカードの普及・活用により行政の事務負担の軽減およ
び市民の利便性向上を図ることを掲げているが、データ活用に係る市民の不安の払拭が前提となる。
市の抱えている課題を解決するために、「人に優しいデジタル化」を推進してほしい。

・デジタル化の推進は、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を念頭に、例えばこれまでの窓口での申
請手続に加えて、オンライン化を進めるなど行政サービスの幅を広げることで、市民の満足度を向上させるこ
とを目指しており、ご意見を踏まえて進めてまいります。

・デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡易な入
力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に対応して
まいります。

・また、マイナンバー制度やカードに関連する情報の安全性を周知するとともに、適切な情報システムの運用
体制の確保やセキュリティを確保した上でのデータの活用により対応してまいります。

・デジタルの利活用は若年層はうまく操作できると思われるが、高齢層は違和感があり、なかなか操作に難
行が予想、または出来ていないのが現実です。高齢層を対象とした講習、受講会の開催で使い方と便利さを
伝授賜りたいものです。
・人口減少問題は東証一部上場企業の誘致・企業成長力（SDGS・ESG）を共有する企業の移転無きところに
雇用は創出されません。地域の居住環境の整備も必要です。若者の晩婚化、非正規労働者の増加で家計
収入が満たず、結婚を避け、出生率が全国的に下がり、今年度87万人の出生を見込む状況です。都市の魅
力アップだけで人口増は期待できないし、日本の総人口も1億2千万人を割る間近です。秋田のみの人口増
は不可能です。全国どの自治体も同様の問題を抱えています。
人口増は国家的問題です。先進国の人口は減少の一途をたどると人口研は予測します。もはや秋田のみの
人口増加などユートピアの中です。日本の秋田県の秋田市の人口増は諦めて、別の観点から秋田市発展を
望みます。

オンライン利用者への操作フォロー、サポート等の指導体制の構築を願います。オンラインは個人的コストが
生じます。
個人への補助金、機器の貸与がなくては一方通行で実現しません。対策強化を願います。勿論精通したオ
ンラインデジタル人材の確保も必要です。

人口減＝企業の労働生産性の低下で、海外より人的配置で満たす現状で、日本で270万人が来日労働者の
現状。彼らの労働環境の改善、待遇の是正をせずには、日本は早晩他の先進国に労働者が先取りされ、企
業経営は行き詰まる。総務省、経産省、外務省は早急に法制化を急ぎ、これら環境整備に着手すべきであ
る。菅総理の手腕にかかる！！

デジタルは使いこなせる人員が極めて少なく、大手企業でも人員が不足、新卒者に1,000万円の給与を支
払って人材を集めているのが現実である。いわゆるヘッドハンターしては企業同士でおぼつかない。デジタル
普及率は大企業で20％以下、中小企業ではコストが高く、収益でコスト高分を吸収できず、普及はままなら
ぬ内実です。官民学の一体化でデジタル体制を強化し、SDGS・ESGの日本の目標の達成に前進されたし。

6

Ｐ２　市役所に来なくても各種行政手続が可能となる「デジタル市役所」として新たな行政サービスを提供

そうなると利便性が上がり、市役所に行く手間が省ける。デジタル化に疎い方でも分かりやすい手続方法で
あったらよい。

・オンラインで完了する手続を増やすなど、「デジタル市役所」の実現に努めるとともに、その利用方法につい
ては、分かりやすいものとなるよう配慮してまいります。

5

・デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡易な入
力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に対応い
たします。

・また、デジタル化の促進に向け、民間との協働も見据えたデジタル技術やデータを活用できる人材育成に
も努めてまいります。
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７ページ（４）ですが、
高齢者やインターネット利用環境がない人のフォローを秋田市としてどう取り組んで頂けるのか気になりま
す。なぜならマイナポイントもひも付けできる携帯やパソコンを持っていないともらえない仕組みになっている
ので、不安等を感じました。

【オンライン化で便利と考える手続】
・健康保険証だけでなく、年金、介護保険、失業手続きなど一括管理をしてほしいです。
・母子手帳のかわりにワクチン接種記録で見られるとありがたいです。
・コインバス資格証明書
・免許証
・給付金申請
・選挙の投票
・ふるさと納税や寄付　など出来たら便利だと思います。

・高齢者やインターネットの利用環境がない方へのサポートとなる市役所への端末設置については、セキュ
リティや説明員の配置などの課題があることから、その解決に向けて検討を行ってまいります。

・本市においては、給付金申請やふるさと納税については、オンラインでの申請も対応可能となっておりま
す。それ以外の本市の手続については、サービス開始時を見据えてオンライン化への対応について検討す
るほか、国や県に関係する手続については、引き続き情報収集を行いながら検討してまいります。

8

Ｐ６
私個人としてはデジタルよりアナログ派です。それでも、世の中の動きとしてデジタル化は必要だし便利で進
めていくものだと思い、使える部分で利用し、慣れていく努力をしています。

Ｐ７
(3)メリットデメリット（注意すること）を詳しく告知してもらいたいです。
(4)できない人はたくさんいると思います。そういう人にも親切に対応してもらいたいです。

※個人情報が流出したり盗まれたり、悪用されるかもしれないことが心配です。管理をしっかりして、徹底的
な防止対策準備し、広く知らせることが必要だと思います。

・デジタル化の推進は、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を念頭に進め、「アナログ」と「デジタル」
各々の良さを柔軟に組み合わせ、市民の満足度向上に努めてまいります。

・なお、デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡
易な入力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に
対応いたします。

・また、個人情報の取り扱いについては、「個人情報の保護に関する法律」および「秋田市個人情報保護条
例」に基づき適切に対応してまいります。

9

（３）マイナンバーカードについて
健康保険証としての利用も可能になることを知っていれば、（計画の予定だったのであれば）もっと早く移行
する人も多かったと思う。
任意でなく、全員に作るように言うか、お年寄りのためにも作って渡してあげることは出来なかったものか。ま
た、写真付きだが、何年ごとに更新か、よくわからない。

・今後、本計画に基づき、行政の事務負担軽減および市民の利便性の向上を図るため、マイナンバーカード
の普及・活用に努めてまいります。

・なお、お問い合わせのマイナンバーカードの有効期限は２０歳以上の方は１０回目の誕生日まで、２０歳未
満の方は５回目の誕生日までとなります。また、署名用電子証明書の有効期限は、どちらの場合でも交付か
ら５回目の誕生日までが有効期限となります。更新が必要な対象者には、Ｊ－ＬＩＳ（地方公共団体システム
機構）から更新についての通知書が送付されますので、更新手続をしてくださるようお願いします。

10

コロナ禍、人口減少、高齢化・・・デジタル化は、おおむね賛成です。
気になるのはやはり、資料７ページの（４）デジタルデバイドです。資料４ページの１行目にある通り、”人材の
不足”はありますが、デジタル世代はデジタルで、ネット苦手な高齢者や障害者だけは専用でアナログ対応し
て欲しいです。
資料に注釈※１※２※４※９など、注釈がないと分からないレベルなんですよ。その時点でもういいって感じ
ですよね。30年後の高齢者はネットに触れてきた人ばかりになります。その時のために今から準備しておく、
という感じで「100％デジタル！！じゃなきゃダメ！！」は、やめて頂きたい。
”誰１人とり残さない”の精神で。デジタルデバイドのためにアナログ対応も。ＳＤＧｓで。

・デジタル化の推進は、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を念頭に進め、「アナログ」と「デジタル」
各々の良さを柔軟に組み合わせ、市民の満足度向上に努めてまいります。

・デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡易な入
力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に対応い
たします。

・窓口で問合せや相談をしながら手続される方に対しては、これまでどおり丁寧な聞き取りや説明により、
サービスを低下させることがないよう努めてまいります。
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人口減少と少子高齢化に関係なく、他に遅れる事のないように、取り組んでいくべきです。
マイナンバーカードの健康保険証が10月からになった様ですが、個人情報を知られたくないと、カードを作ら
ない人に理解してもらう事が必要。
セキュリティでは、データの流出、ウイルス感染、記憶媒体の紛失、内部犯行による漏洩、サイバー攻撃など
で情報漏洩させない、ルールを守る環境づくりが必要。

【オンライン化で便利と考える手続】
公共施設の予約で複数枚のカードを持って予約する団体もある（抽選のため）
キャンセルには、何らかの措置があれば（他に利用したいのに利用できない）
システムの見直しも必要では。

・マイナンバーカードについては、マイナンバー制度やカードに関連する情報の安全性について、引き続き周
知に努めてまいります。

・データの流出やウイルス感染などへの対策として、本市のセキュリティ対策である情報セキュリティポリシー
を遵守してまいります。

・公共施設案内予約システムの運用を見直すことにより、抽選の公平性の担保やキャンセル時のルール設
定などについて検討してまいります。

12

・７ページ（４）
高齢者の割合が高い秋田ですから、気になります。従来の手続き方法を縮小しながら残しつつ進めて欲しい
です。

・８ページ（５）
想定外の災害が多くなっています。災害時のバックアップ体制をしっかり作っていただきたいです。

・デジタル化の推進は、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を念頭に進め、「アナログ」と「デジタル」
各々の良さを柔軟に組み合わせ、市民の満足度向上に努めてまいります。

・デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡易な入
力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に対応い
たします。

・災害時においても、必要な業務は継続して実施できるよう準備を整えており、不測の事態においても適切に
対応してまいります。

13

１． 計画策定の背景と目的に対しての意見
「デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる
社会～誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」

１．高齢者への配慮、デジタル化を活用できる環境にない人へはどのように対応を考えているのでしょうか。
２．システム構築に係る費用、その維持費の予算は？

私は現在５０代です。仕事でＰＣ・インターネット環境はかかせません。今は、まだなんとかスマホやインター
ネットを使用していますが、これから歳をとりデジタル機器に対応できなくなった時のことを考えるとデジタル
化を中心にすることは不安を覚えます。
この環境は日々目まぐるしく変わり（バージョンアップやらセキュリティ強化のための対策）等システムの対応
に追いついていくことが大変です。
しかし、世界はインターネット中心になることはあきらかだと思います。行政も人口減少（働き手の減少）に対
応する対策、時代に対応するためにデジタル化を推進する計画だとういことは理解します。便利になることも
ありがたいと思いますが、あまり頻繁に利用するものではないことは、窓口の予約をするためのシステムと
か、足を運べない人にはデジタル化で対応するとか選択できる方法もあって欲しいと思います。それから、シ
ステムも少し利用しない間にバージョンアップやアップデートされ、また一から登録し直しとなると逆に利用者
は面倒です。
そして何より一番心配なのは情報漏洩です。
疑うことは悲しいですが、なりすましの危険も考えられます。
先日、LINEでも情報漏洩があったかもしれないとニュースになりました。
セキュリティ強化のため信頼のおける開発会社や管理会社であっても絶対に大丈夫はありません。
それから、デジタル化は電源が無くなった場合機能しません。アナログに勝るものはない時もあります。
先に述べたことからデジタル化計画を推進するのであれば、安全で利用しやすいシステムの構築を希望しま
す。

・デジタル化の推進は、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を念頭に、例えばこれまでの窓口での申
請手続に加えて、オンライン化を進めるなど行政サービスの幅を広げることで、市民の満足度を向上させるこ
とを目指しており、ご意見を踏まえて進めてまいります。

・なお、市役所への端末設置については、セキュリティや説明員の配置などの課題解決に向けて検討を行っ
てまいります。

・また、デジタル化を進めるにあたっての費用については、最小の経費で最大の効果をあげられるよう努める
とともに、システムの運用にあたっては、情報の管理および災害時の業務継続について適切に対応してまい
ります。
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本市の現状と課題のある生産年齢人口の減少への対策
オンライン申請は事業者やPC、スマホの慣れた年代の人には非常に効率のよいものであると思います。
　高齢者は郵送書類の記載にも手間取り、家族が手助けしてます。今後は老人世帯も増えることからデジタ
ル申請するにはきめ細やかな対策をお願いしたい。
　個人情報がしっかり保護され、悪質な犯罪に巻き込まれることなく市民生活の利便性が向上するもので
あってもらいたいと思います。

・デジタル化を伴う新たなサービスを開始する際は、高齢者や障がい者の方々にも十分に配慮し、簡易な入
力方法の検討や、分かりやすい利用方法の周知を行うなど、利用者の不安を解消できるよう適切に対応い
たします。

・個人情報の取り扱いについては、「個人情報の保護に関する法律」および「秋田市個人情報保護条例」に
基づき適切に対応してまいります。

15

４　デジタル化推進体制
　　市職員の体制では限界があるのでは？
　　外部のデジタル化精通者を入れるべきと思う

５ デジタル化の推進に関する施策の基本的な方針の
アクションプランが、わかりにくい

・本市では、民間企業のシステム部門での職務経験者を採用しており、適切な人材配置によりデジタル化を
推進してまいります。

・アクションプランにあたる具体的取組として、令和３年６月に策定予定の本計画に計画期間内に見込まれる
個別施策を掲載することとしております。その個別施策の推進によって、本計画に掲げる目的がどのようにし
て達成されるかが分かりやすいものとなるよう留意して、計画の策定に取り組んでまいります。

16

正直なところ、以下の内容でもっと取り組んでほしいと感じた。
(1) 手続における情報通信の技術の利用等に係る取組（オンライン化原則）
(3) 個人番号カードの普及および活用に係る取組 （マイナンバーカードの普及・活用）

　個人的なことだが、近々実家リフォームを行う。その際に、秋田市住宅リフォーム支援事業を利用しようと
考えているが（令和３年度の情報が出てないのが残念）、その必要書類に親との関係を確認すると思われる
住民票や、戸籍謄本の提出を求められているが、せっかくマイナンバーが各自あるのになぜそのような書類
が必要なのか疑問である。
　リフォームの準備で場合によっては仮住まいへの引っ越しなどもあり、なかなか忙しい中で些細ながらデジ
タル化で省略できるならやってほしいと思う。

　また、別件であるが能代市役所で家族が亡くなった時の手続き窓口を一か所に集約していると以前テレビ
で放送していた。こういうことも、デジタルで手続きできれば遺族は楽になると思う。

・令和３年６月に策定予定の本計画に基づき、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を進めてまいりま
す。

・行政手続のオンライン化については、押印の廃止が完了しましたので、お客様の意見や取扱件数などを考
慮して、効果の高いものからオンライン化を進めるとともに、今後、本計画に基づき、行政の事務負担軽減お
よび市民の利便性の向上を図るため、マイナンバーカードの普及・活用に努めてまいります。

・令和３年度の秋田市住宅リフォーム支援事業については、令和３年４月１日から本市ホームページで事業
について周知を開始したところです。また、申請書類として、市税の滞納がないことを証明するための納税証
明の提出を調査同意書に変えるなど、申請書類準備のご負担を軽減するようにしております。手続のオンラ
イン化にあたっては、マイナンバーカードの活用による添付書類の削減なども含め、利用しやすい制度となる
よう努めてまいります。

17

先日のニュースでネットワーク上の様々な先端技術において、日本が世界一に輝いたのを見て、今の時代
はデジタル化の集中改革を強力に推進していかなければならないと、改めて思っています。介護の仕事をし
ていますが、ＡＩを導入している都会のある施設を見て、とてもすばらしいと感動しました。
私自身、役所、ジム、スーパー、コンビニ、銀行など、まさにデジタル化されていますよね。分からなくてとま
どって、逆に人手を借りてしまうことがあります。でも、人間の脳は、死ぬまで、記銘、保持、想起の３段階に
分けられて、年齢とともに衰えていきます。それでも、学習能力も衰えていくのですが、前向きに、世の中にと
けこんでいく、反復練習による学習能力は高まり、高齢者になってもデジタル化対応していけるように努力し
ていきたいものです。
市町村としての役割は重要なものといえますね。とても難しい意見書でした。

・いただいたご意見は、本市のデジタル化を推進するにあたり参考とさせていただきます。
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この計画を進めるうえで、大事なことは「デジタル化する」ということに対する職員の理解力、特に職務権限を
持つ市長以下の幹部職員が、その内容を正確に把握しているかどうか、ということだと思います。
私は以前、自社の事務電算構築の責任者をしたことがありますが、端末に触ったこともない古い世代の役員
たちに「紙・人から機械へ」という流れを理解して貰うのに苦労した経験があります。
電算機はテレビや冷蔵庫のように買ってきて電源を入れればすぐに使えるものではないということ、システム
をひとつひとつ落とし込んでいって、自らが使い易いように構築しなければならず、緻密な気配りと膨大な時
間がかかる、ということなどです。
いまの人たちはすでにコンピュータ世代だと思うので、心配する必要はないと思いますが、市が計画を進め
るに当たっては業務全般に目が届く最適任のリーダーを据えて、強力な推進体制をまず作っていただきたい
と思います。
昨年、国民一人一人にコロナ見舞金が支給された際、市への手続きはオンラインでも出来ましたが、側聞す
るところによると、受け取り側の市では職員がそれを再度紙に起こして処理した、ということですが本当でしょ
うか。システムを構築する際は途中に人でが挟まるようなことは論外です。一貫したオンラインシステムを
作ってこそ「デジタル市役所」と言える所以です。
市役所の中でのデジタル化の現況が分からないので質問ですが、不具合が生じた際にシステムをかなりの
程度自前で保守、修復出来る体制になっているのでしょうか。システムエンジニアなど専門職を養成して、体
制を強化しなければならない時代になっています。専門業者との協力体制の中で、自前の能力を高め蓄え
ていただきたいと思います。
送付された資料の９ページ「セキュリティおよび個人情報の適正な取扱い確保」についてですが、言うまでも
なく、情報管理とセキュリティは最も重要な問題で、これが堅固であればあるほど市民の信頼を勝ち得る事
になると思います。アクセス権を厳格に管理して、サイバー攻撃にも強い、システム構築の実現を期待してい
ます。

・本市では、令和３年５月１日に、デジタル化推進本部を新たに設置しており、全庁横断的に情報連携を適切
に行い、デジタル化の取組を推進してまいります。

・また、令和３年６月に策定予定の本計画に基づき、市民の利便性の向上と行政運営の効率化を進めること
としており、システムの構築にあたっては、頂いたご意見も踏まえて検討してまいります。

・なお、個人情報の取り扱いについては、「個人情報の保護に関する法律」および「秋田市個人情報保護条
例」に基づき適切に対応してまいります。
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